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5
月
10
日
（
金
）、
福
岡
市
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成

31
年
度
の
運
営
方
針
を
決
定
す
る

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

を
開
催
し
、
84
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
中
央
区
長
の
吉

村
氏
、
中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
の
木
立
氏
な
ど
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、佐
藤
会
長
よ
り「『
令

和
』
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
超
高
齢
社

会
が
ま
す
ま
す
進
展
し
、
地
域
社

会
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
え
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
楽
し
い
活
動
や
会
員
増

強
の
推
進
を
通
し
て
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

式
典
で
は
多
年
に
わ
た
り
中
央
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
発
展
、
育

成
に
従
事
さ
れ
、
3
月
末
で
退
任

さ
れ
た
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
や
白
寿

を
迎
え
た
方
な
ど
へ
感
謝
状
と
お

祝
い
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
議
事
で
は
、

春
吉
校
区
の
松
井
氏
を
議
長
に
選

出
し
、
平
成
30
年
度
事
業
、
決
算

報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、
平
成
31

年
度
の
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算

案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

地域を支える
　　　　クラブ目指して

新時代の幕開け

佐藤会長あいさつ

関
連
記
事
は
2
ペ
ー
ジ

平
成
31
年
度
　
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　総会では、白寿の方や長
年老人クラブで活躍され
た方をたたえて感謝状や
お祝い状が贈られました。

来賓の皆様

白
寿

総会の様子

受賞者の
長澤貞子さん
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平成31年度 表彰者一覧
　5月10日（金）の中央区老人クラブ連合会の
総会と、5月23日（木）の福岡市老人クラブ連合
会通常総会にて、以下の方が表彰されました。

退任役員表彰
松谷　紀久男 赤　坂
榊　　留夫　 笹　丘
佐々木　二郎 小　笹
退任単位クラブ会長表彰
森　　　幹枝 草ヶ江
河原　チトセ 福　浜
吉田　二三男 当　仁
古賀　文彦　 高　宮
長柄　恵美子 高　宮

白寿表彰
板倉　貢　　 舞　鶴
田中　幾松　 春　吉
長澤　貞子　 当　仁

中央区老人クラブ連合会
感謝状・お祝い状

福岡市老人クラブ連合会
会長表彰

老人クラブ育成功労者表彰

単位老人クラブ

会長

川村　次吉 舞　鶴
松井　正博 春　吉
森　カズ子 福　浜
鶴田　勇夫 当　仁
廣渡　信義 南当仁
佐々木 博宣 南当仁

荒津　繁樹 平　尾

優良老人クラブ被表彰候補者
第八老壮会 前川　征子 春　吉

第四福寿会 森　カズ子 福　浜

『地域活動賞』受賞団体
春吉校区老人クラブ連合会 松井　正博 春　吉

舞鶴老人クラブ連合会 高窪 恵美子 舞　鶴

（
敬
称
略
）

平成31年度 運営委員
役職名 氏　名 校区・地区等
会　長 佐藤　光　　 南当仁

副会長
木内　潤子　 簀　子
柴田　宏　　 警　固

会　計 小堀　康治 草ヶ江

監　事
金山　富佐重 平　尾
井上　宏 当　仁

運 営 委 員
吉岡　剛　　 大　名
高窪　恵美子 舞　鶴

役職名 氏　名 校区・地区等

運 営 委 員

松井　正博　 春　吉
岡部　武信　 赤　坂
森　　カズ子 福　浜
小谷　享子　 高　宮
白水　正人　 笹　丘
片岡　潤治　 小　笹

女 性 部 長 船越　智恵子 当　仁
女性副部長 郡嶋　郁子　 春　吉

中央区老人クラブ連合会では、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運
動を目標に、会員自らが、地域社会の支え手の一員として、これまで
培ってきた豊かな経験、知識を活かして地域社会に貢献するとともに、
魅力ある楽しい老人クラブとするため、各種事業の推進や組織の活性
化、新会員の加入促進に努め、豊かで活力ある長寿社会の実現に向け
て努力する。

① 自らの健康づくり及び地域と連携した友愛活動、
社会奉仕活動の推進
② 地域の支え手の一員として、文化、スポーツ活動、
ボランティアへの参加
③ 魅力ある老人クラブづくりと仲間づくりの継続
的推進
④ 地域諸団体の協力を得ながらの未加入高齢者に
対する老人クラブ加入促進の継続取り組み

基 本 理 念

中央区老ク連では次の方針のもと活動に取り組みます

議事の様子

議長の松井氏
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平成31年度　月別事業予定表

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

4

5 金 監査（午前中） 大名公民館 役員
11 木 福岡市高齢者ゴルフ大会 セブンミリオンCC 関係者

12 金（市）総務部会①高齢者農園運営委員会① プラザ 402 役員

19 金（市）理事会① プラザ 502 理事・監事
22 月 理事・理事候補協議会 プラザ 502 関係者
24 水 4月期運営委員会 赤坂公民館 運営委員

5

10 金 総会 プラザホール 関係者

22 水 5月期運営委員会 赤坂公民館 運営委員

23 木（市）第 46回通常総会総務部会②、理事会② 福岡市民会館 関係者

27 月 新任単位クラブ会長等
研修会（午前中） プラザ 402 関係者

29 水（市）広報部会① プラザ 402 部会員
31 金 第 1回広報部会 区役所 部会員

6

3 月（市）教養文化部会① プラザ 402 部会員
6 木（市）総務部会③ プラザ 402 部会員
7 金（市）健康部会① プラザ 402 部会員

10 月 第 1回教養文化部会
（午後、囲碁・将棋大会準備） プラザ 502、503 部会員

11 火 囲碁・将棋大会 プラザ 502、503 関係者
12 水（市）女性部会① プラザ 402 部会員
14 金（市）理事会③ プラザ 502 理事・監事
18 火 健康部会 区役所 部会員
21 金 女性部会（午前中） 赤坂公民館 部会員

25 火 6月期運営委員会
活性化対策委員会 赤坂公民館 運営委員

26 水（市）伝承社会奉仕部会① プラザ 402 部会員
28 金（市）体育部会① プラザ 402 部会員

7

1 月 伝承社会奉仕部会 区役所 部会員

3 水 体育部会 区役所 部会員

4

・

5

木
・
金

九州ブロック老人クラブ
リーダー研修会
（中央区発表）

北九州市 市理事・市監事

11
木 高齢者演芸大会リハーサル 中央市民センター 関係者

木 保健福祉大会運営委員会 プラザ 402 関係者

12
金 高齢者演芸大会 中央市民センター 関係者

金 女性部活性化委員会 中央市民センター 校区女性部長

24 水 7月期運営委員会 赤坂公民館 運営委員

25 木 （市）第 46回囲碁・将棋大会 プラザ 601、602 関係者

8

6 火（市）総務部会④ プラザ 402 部会員

8 木（市）理事会④ プラザ 502 理事・監事

21 水 8月期運営委員会
活性化対策委員会 赤坂公民館 運営委員

9

4 水 第 57回高齢者
保健福祉大会 市民会館 関係者

12 木 リーダー研修会 プラザホール 部会員

18 水（市）教養文化部会② プラザ 402 部会員

20
金 社会奉仕の日 各地区・校区 会員

金（市）広報部会② プラザ 402 部会員

24 火 広報部会 区役所 部会員

25
水 9月期運営委員会（9時半） あいれふ 部会員

水 健康料理教室（11時） あいれふ 運営委員、
女性部長

27 金（市）女性部会② プラザ 402 部会員

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

10

2 水 グラウンド・ゴルフ大会
（予備日は 10月 3日） 平和台競技場 関係者

3 木（市）ゲートボール大会 山王公園 関係者

10 木 女性リーダー研修会
（福祉バスでの研修） 未定 関係者

15

～

20

火

～

日
（市）高齢者美術展 福岡市美術展 関係者

23 水 10月期運営委員会
活性化委員会 赤坂公民館 運営委員

30 水（市）グラウンド・ゴルフ（予備日 31日） 舞鶴公園 関係者

11

6 水 高齢者健康スポーツ大会
（ウォーキング） 大濠公園 関係者

8

～

12

金

～

火
ねんりんピック和歌山 和歌山県 関係者

11

・

12

月

・

火
単位クラブ会長研修会 未定 役員、単ク会長

14 木（市）総務部会⑤ プラザ 402 部会員

20 水 11月期運営委員会 赤坂公民館 運営委員

21 木（市）理事会⑤ プラザ 502 関係者
26

・

27

火

・

水
全国老人クラブ大会 埼玉県 関係者

29 金（市）体育部会② プラザ 402 会員

12

10 火 中央区高齢者ダーツ大会 中央体育館 関係者

11 水（市）女性部研修会 プラザホール 関係者

13 金 12月期運営委員会
高齢者作品展実行委員会 赤坂公民館 運営委員

1

17 金（市）健康部会 未定 部会員
20

～

24

月

～

金
高齢者作品展 中央区役所１階 関係者

23 木（市）リーダー養成研修会 未定 関係者

28 火 １月期運営委員会
女性部活性化委員会 未定 運営委員、

校区女性部長

2

4 火（市）第 8回高齢者ソフトダーツ大会 未定 関係者

7 金（市）伝承社会奉仕部会② 未定 部会員

12 水（市）総務部会⑥ 未定 部会員

19 水 2月期運営委員会 赤坂公民館 運営委員

20 木（市）理事会⑥ 未定 理事 ･監事

21 金 友愛訪問説明会 未定 関係者

3

6 金（市）総務部会⑦高齢者農園委員会 未定 部会員

13 金（市）理事会⑦ 未定 理事 ･監事

25 水 3月期運営委員会
活性化対策委員会 赤坂公民館 運営委員

※「中央区老ク連だより」の発刊（令和元年 7月および令和 2年 1月予定）
※�各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を変
更することがあります。

※生きがいと健康づくり、友愛訪問、老人いこいの家消耗品補充業務は随時
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1
月
21
日
（
月
）
〜
25

日
（
金
）、
中
央
区
役
所
1

階
ロ
ビ
ー
に
て
中
央
区
高

齢
者
作
品
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
作
品
展
は
、
中
央
区

在
住
の
高
齢
者
の
方
々
が

創
作
し
た
洋
画
、書
、写
真
、

工
芸
な
ど
の
作
品
の
出
展

を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
多
く
の
市
民
に
鑑

賞
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

　
5
月
27
日
（
月
）、
ふ
く

ふ
く
プ
ラ
ザ
に
て
新
任
会
長

等
研
修
会
を
行
い
、
今
年
度

よ
り
就
任
し
た
会
長
5
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ま
ず
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
補
助

金
交
付
制
度
に
つ
い
て
、
中

央
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
福

祉
・
介
護
保
険
課
高
齢
者
福

祉
係
の
辻
樹
身
子
氏
よ
り
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
中
央
区
老
ク
連
の

宮
本
活
動
推
進
員
よ
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
現
状
、

課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
新
任
会
長
の
皆
さ
ん
、
今
回

の
研
修
会
で
得
た
知
識
を
今

後
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
新
し

い
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
18
日
（
月
）、
ふ
く

ふ
く
プ
ラ
ザ
に
て
友
愛
訪

問
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
友
愛
訪
問
活
動

中央区高齢者作品展

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

作
品
数
は
合
計
で
31
点
。

今
回
は
昨
年
よ
り
出
品
数

が
増
え
ま
し
た
。
最
高
齢
出

品
者
は
何
と
94
歳
の
方
で
、

年
齢
を
重
ね
て
も
衰
え
な

い
創
作
へ
の
情
熱
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
の

方
々
も
「
優
雅
な
絵
巻
物
の

よ
う
な
作
品
で
す
ね
」「
今

に
も
動
き
そ
う
な
迫
力
あ

る
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
ね
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
作
品

を
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

　
出
品
者
の
皆
さ
ん
、
ど
う

か
そ
の
創
作
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
い
つ
ま
で
も
燃
や
し
続

け
、
来
年
も
ま
た
力
作
を

出
展
し
て
く
だ
さ
い
。

浮
上
寸
前

今
村
　
出
（
平
尾
）

色
紙

荻
原
　
直
子
（
高
宮
）

鉄釉壺 14
吉村　修一（当仁）

　
　
驚
愕

今
村
　
朱
実
（
平
尾
）

《友愛訪問説明会》

生活支援は
　「声かけ」から

《
新
任
会
長
等
研
修
会
》

ク
ラ
ブ
活
動
の

 
課
題
を
学
ぼ
う

の
事
例
発
表
に
つ
い
て
、

今
回
は
福
浜
校
区
老
連
の

森
カ
ズ
子
会
長
に
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
今
年
度
の
補
助

金
申
請
要
領
に
つ
い
て
、

中
央
区
福
祉
介
護
保
険
課

の
鶴
田
愛
美
氏
に
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

友
愛
訪
問
活
動
は
、
中

央
区
老
ク
連
に
と
っ
て
大

切
な
事
業
で
す
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
今
回
の
学

び
を
生
か
し
て
、
今
後
さ

ら
に
友
愛
訪
問
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

事例発表をする
森会長
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11
月
16
日
（
金
）、
大
濠

公
園
に
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
、
一
般
の
方
も

含
め
た
3
4
1
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
準
備
体
操
は
博
多
弁
で
号

令
を
行
い
、
笑
い
な
が
ら
も

し
っ
か
り
と
体
を
ほ
ぐ
し
ま

し
た
。
当
日
は
曇
り
空
で
、

時
折
冷
た
い
風
が
吹
き
、
冷

え
込
む
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ

　

11
月
29
日
（
木
）、
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
行
い
、

81
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

11
月
8
日
（
木
）、
9
日

（
金
）
に
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

研
修
会
を
行
い
、
44
名
が

参
加
し
ま
し
た
。　

《
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会
》

鹿
児
島
で
平
和
へ
の
願
い
強
く

《女性リーダー研修会》

幕末の佐賀に思い馳せる
　

今
回
は
鹿
児
島
県
の
照

国
神
社
、
知
覧
特
攻
平
和

会
館
な
ど
を
巡
り
、
鹿
児

島
県
の
歴
史
や
文
化
を
肌

で
感
じ
た
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
知
覧
特
攻

平
和
会
館
で
は
、
特
攻
隊

員
の
遺
品
や
関
係
資
料
を

目
の
当
た
り
に
し
、 

戦
死

さ
れ
た
多
く
の
特
攻
隊
員

の
ご
遺
徳
を
静
か
に
回
顧

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

悲
劇
を
生
み
出
し
た
戦
争

を
二
度
と
起
こ
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
が
改

め
て
強
く
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
佐
賀
県
の
幕
末

維
新
記
念
館
や
唐
津
う
ま

か
も
ん
市
場
な
ど
を
巡
り

ま
し
た
。
特
に
幕
末
維
新

記
念
館
で
は
、
幕
末
維
新

期
の
佐
賀
が
国
内
最
先
端

の
科
学
技
術
を
有
し
、
鎖

国
か
ら
開
国
へ
と
向
か
う

明
治
維
新
の
鍵
を
握
っ
て

い
た
こ
と
や
、
鍋
島
直
正
、

江
藤
新
平
な
ど
の
偉
人
の

事
績
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
で
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ん
は
公
園
の
美
し
い
景
色
を

眺
め
な
が
ら
、
約
2
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
お

し
ゃ
べ
り
を
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
誰
で
も

気
軽
に
で
き
、
健
康
に
も
と

て
も
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
日
々
の
生

活
に
取
り
入
れ
、
健
康
長
寿

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。 

中
央
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

341 名が参加
秋の大濠公園を完歩！

仲
良
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

はじめに準備運動
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現
在
創
立
25
周
年
、
四
半

世
紀
を
迎
え
る
。
歴
史
だ
け

は
刻
ん
で
き
た
老
人
ク
ラ
ブ

で
す
。
前
会
長
よ
り
我
々
夫

婦
で
引
き
継
ぎ
、
い
つ
の
間

に
か
、
こ
ん
な
に
年
月
が

経
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々
は

町
内
会
長
も
兼
務
し
て
い

て
、
町
内
の
一
団
体
と
し
て

町
内
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

も
と
、
継
続
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
今
は
町
内

会
の
主
力
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
て
、
い
ろ
ん

な
活
動
を
一
緒
に
企
画
し
行

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
2
回
の
バ
ス
ハ
イ
ク
。

こ
れ
は
隣
の
薬
院
G
S
会

と
一
緒
に
行
っ
て
い
て
、
町

内
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
他
に
子
ど
も
会

と
合
同
で
、薬
院
公
園
清
掃・

独
自
で
町
内
清
掃
・
新
年

会
・
総
会
（
今
年
は
タ
カ
ク

ラ
ホ
テ
ル
）、
敬
老
の
日
の

お
祝
い
な
ど
、
長
年
気
心
が

　
「
福
岡
ア
ラ
カ
ン
」
は
平

成
29
年
度
中
央
区
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
で
採
択
さ

れ
た
事
業
で
あ
り
、
ア
ラ

還
世
代
の
た
め
の
還
活
大

学
卒
業
生
で
立
ち
上
げ
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
第
一
線
を
リ
タ

イ
ア
し
た
ア
ラ
還
世
代
に

対
し
て
、
出
か
け
る
場
お

よ
び
集
え
る
場
（
ア
ラ
還

カ
フ
ェ
）
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
来
場
者
の
知

り
合
い
づ
く
り
の
援
助
を

す
る
と
と
も
に
、
心
身
の

健
康
維
持
を
目
的
と
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に

顔
見
知
り
が
増
え
、
街
中

で
誰
と
誰
に
会
っ
た
、
ど

こ
に
行
っ
た
と
い
う
会
話

が
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　

ど
の
地
区
か
ら
の
参
加

も
自
由
に
で
き
る
よ
う
に

1
人
で
も
多
く
の
方
が
お

出
か
け
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
そ
し
て
ま
た
、
福
岡

ア
ラ
カ
ン
が
ど
こ
か
の
ま

ち
で
小
さ
な
花
を
咲
か
せ

る
よ
う
に
と
、
一
所
懸
命

ス
タ
ッ
フ
実
行
委
員
会
、

参
加
者
共
々
願
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
で
参
加
、
一
人

ひ
と
り
が
集
ま
っ
て
美
し

い
花
を
咲
か
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
で
ま

す
ま
す
楽
し
い
集
い
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

知
れ
た
仲
間
た
ち
と
地
域
生

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま

す
。
町
中
で
出
会
う
と
い
つ

の
間
に
か
井
戸
端
会
議
。
会

員
の
皆
が
お
互
い
を
思
い
や

り
な
が
ら
、
安
心
で
安
全
な

優
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
健
康
で
元

気
な
こ
の
会
が
、
周
り
の
仲

間
を
増
や
し
な
が
ら
継
続
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
自
分
の
存
在
が
ほ
ん
の
少

し
で
も
仲
間
の
手
助
け
に
な

り
、
そ
し
て
仲
間
の
心
遣
い

を
受
け
な
が
ら
、
あ
た
た
か

い
優
し
い
敬
人
会
が
発
展
し

て
い
け
れ
ば
と
重
ね
て
思
い

ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を

友
人
に
誘
わ
れ
て
入
会
し

約
10
年
、
8
コ
ー
ス
回
り
ま

す
が
、
距
離
が
長
い
と
こ

ろ
と
短
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

歩
数
に
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん

歩
く
の
で
健
康
の
た
め
に

な
る
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
同
好
会
も
約
半
数

の
方
が
80
歳
代
と
90
歳
代

で
す
。
特
に
90
歳
代
の
2
人

は
と
て
も
元
気
で
、
昨
年
は

1
年
間
で
22
回
の
ト
マ
リ

（
ゴ
ル
フ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
）
を
記
録
さ
れ
た
の
で
、

皆
で
表
彰
し
ま
し
た
。
他

の
人
た
ち
も
今
年
は
負
け

な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
、

闘
争
心
に
も
え
て
い
ま
す
。

　

1
年
に
2
回
平
和
台
陸

上
競
技
場
で
高
齢
者
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
と
、

中
央
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
あ
り
ま
す
が
、

小
学
校
の
校
庭
と
違
い
、
芝

生
な
の
で
と
て
も
難
し
い

で
す
。
そ
し
て
5
月
と
6
月

に
4
回
ほ
ど
、
赤
坂
小
学

校
の
部
活
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
指
導
し
、
コ
ー

ス
を
回
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
も
楽
し
い
と
参
加
し

て
い
ま
す
。
私
も
練
習
日

が
待
ち
遠
し
い
く
ら
い
楽

し
く
な
っ
た
の
で
、
頑
張

っ
て
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大名
「アラ還カフェ」で
心身ともに元気に
天神会
　　　　　■  岩下　リヨ子

平尾

思
い
や
り
、あ
た
た
か
な

ま
ち
づ
く
り
を

敬
人
会

■  

相
　
正
和

赤坂

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
私

赤
坂
1
丁
目
シ
ニ
ア
倶
楽
部

■  

中
嶋
　
睦
子
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校
区
で
は
平
成
18
年
9
月

か
ら
保
健
所
の
事
業
と
し

て
、
校
区
の
衛
生
連
合
会
と

共
催
で
「
転
倒
予
防
教
室
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
対
象

者
は
60
歳
以
上
の
校
区
住

民
、
目
的
は
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
講
座
。

①
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

（
血
圧
、
体
力
測
定
）

②
な
ぜ
転
倒
す
る
の
か

③
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

④
運
動
（
ス
テ
ッ
プ
台
を

使
っ
た
運
動
、ス
ト
レ
ッ
チ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
々
）

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
行

わ
れ
、
参
加
者
の
笑
顔
が
た

え
な
い
教
室
で
し
た
。
日
々

の
生
活
の
中
で
、
勉
強
し
た

こ
と
を
自
分
で
で
き
る
こ
と

を
少
し
ず
つ
実
行
し
て
、
転

ん
だ
り
し
て
骨
折
し
た
り
で

「
寝
た
き
り
」
に
な
ら
な
い

身か
ら
だ体
を
作
る
努
力
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
私
も
自
分

の
で
き
る
こ
と
で
少
し
ず
つ

努
力
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、教
室
の
終
了
後
、

参
加
者
の
反
省
会
で
こ
の
参

加
者
の
出
会
い
を
大
切
に

し
、
情
報
を
み
ん
な
で
つ
な

い
で
い
こ
う
と
い
う
声
が
出

て
、
19
年
度
か
ら
シ
ニ
ア
健

康
教
室
「
生
き
活
き
会
」
が

誕
生
し
、
現
在
も
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。
内
容
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
健
康
体
操
、
体
力

測
定
、
食
事
の
大
切
さ
の
話

等
、毎
月
1
回
、1
つ
の
テ
ー

マ
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
60
歳
以
上
の
住
民

で
自
由
参
加
で
す
。

　
ま
た
、
老
人
会
も
60
歳
以

上
の
方
々
が
対
象
で
、
友
愛

　
「
お
茶
飲
み
に
お
い
で
」

こ
の
ひ
と
言
か
ら
始
ま
っ

た
お
茶
飲
み
会
、
仲
間
づ
く

り
も
こ
ん
な
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

簀
子
公
民
館
の
和
室
で

南
方
流
の
お
茶
は
、
子
ど
も

た
ち
も
お
茶
菓
子
の
魅
力

に
ひ
か
れ
、
多
い
時
で
20
人

あ
ま
り
の
子
ど
も
が
茶
道

の
練
習
に
来
て
い
ま
し
た
。

学
校
が
遠
く
な
り
（
舞
鶴
）

子
ど
も
の
姿
も
減
り
、
夏
休

み
に
時
々
来
て
く
れ
る
子

も
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
3
月
に
バ
ス

ハ
イ
ク
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
ひ
と
こ
と
声
か
け
し
た

ら
、
少
し
ず
つ
高
齢
の
方
々

が
集
ま
り
始
め
て
い
ま
す
。

昔
、
若
い
時
に
習
っ
て
い
た

と
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
な

訪
問
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
の

行
事
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
元
気
な
方
々
は

複
数
の
講
座
に
参
加
さ
れ
、

日
々
を
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
先
日
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
、
高
齢
者
の
「
ひ
き
こ
も

り
」
が
増
え
て
い
る
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い

よ
う
に
自
分
か
ら
校
区
で
行

わ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
や
講
座

に
勇
気
を
持
っ
て
参
加
し
、

居
場
所
を
作
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
健

や
か
な
高
齢
期
を
送
る
た
め

く
よ
く
よ
せ
ず
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
作
り
守
っ
て
い

く
こ
と
を
自
覚
し
て
、
心
身

と
も
に
健
康
な
身か
ら
だ体
で
1
日

で
も
長
く
「
寝
た
き
り
」
に

な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
、

お
隣
さ
ん
、
お
向
か
い
さ
ん

に
声
を
か
け
、
仲
間
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
、
健
康
で
明
る

く
楽
し
く
、
心
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
日
々
を
お
だ
や
か
に

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
が
「
健
康
寿

命
」
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
と
話
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

南
方
流
は
南
坊
宗
啓
が

利
休
の
茶
道
の
伝
書
、
南
方

録
を
著
し
福
岡
藩
家
老
立

花
実
山
が
書
き
写
し
た
も

の
を
福
岡
に
持
ち
帰
り
、
藩

士
を
は
じ
め
こ
の
書
を
聖

典
と
し
て
南
方
流
を
開
き

ま
し
た
。
実
山
直
筆
の
南
方

録
が
大
正
の
末
か
ら
茶
と

禅
の
一
味
道
場
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
円
覚

寺
（
御
供
所
）
で
教
え
を
受

け
た
教
授
で
公
民
館
で
指

導
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
で
も
足
が
悪
い

人
で
も
椅
子
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
襖
の
開
け

方
、
お
菓
子
の
出
し
方
、
お

茶
の
飲
み
方
な
ど
か
ら
始

め
ま
す
。
最
初
は
皆
さ
ん
神

妙
な
顔
で
習
っ
て
い
ま
す
。

緊
張
も
す
る
け
ど
、
お
茶
を

飲
ん
だ
ら
ほ
っ
と
し
て
世

間
話
に
花
を
咲
か
せ
「
お
い

し
か
っ
た
!!
」
と
言
っ
て
帰

り
ま
す
。

　
土
曜
日
の
午
前
、
1
か
月

に
1
、
２
回
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

高宮

明
日
の
生い

の
ち命

は
健
康
か
ら

〜
健
康
寿
命
っ
て
な
あ
ー
に
?
〜

■  

Y
．
O
．

簀子

お
茶
飲
み
に
お
い
で

第
二
愛
友
会

■ 

木
内
　
潤
子
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微苦笑

当
仁

第三仁寿会

江上　和子

春吉
第
二
老
壮
会安

武
　
英
子

老
壮
会
入
会
へ
の
道
の
り

随  想

き
る
運
動
を
、
た
と
え
ば

公
民
館
に
行
く
な
ど
と
助

言
を
受
け
、
病
院
で
は
リ

ハ
ビ
リ
を
週
3
回
受
け
て

い
ま
し
た
。
本
人
は
毎
朝

1
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
る
の
で
そ
れ
で

十
分
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
体
の
調
子

が
だ
ん
だ
ん
と
悪
く
な
り
、

自
力
で
は
風
呂
に
も
入
れ

ず
起
き
上
が
る
こ
と
も
困

難
に
な
り
、
家
族
は
脳
梗

塞
か
痴
呆
を
疑
い
、
総
合

病
院
の
脳
神
経
外
科
を
受

診
し
、
い
ろ
ん
な
検
査
を

し
た
結
果
、
脳
梗
塞
で
も

な
け
れ
ば
痴
呆 

で
も
な
く
、

考
え
ら
れ
る
の
は
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
と
言
わ
れ
、
薬

を
出
す
の
で
そ
の
薬
が
効

け
ば
そ
の
病
気
と
言
わ
れ
、

本
人
も
家
族
も
び
っ
く
り
。

つ
て
を
頼
っ
て
東
比
恵
の

専
門
病
院
に
た
ど
り
着
き
、

は
っ
き
り
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
で
、
2
、
3
年
前
か
ら
発

病
し
て
い
た
は
ず
だ
と
言

わ
れ
、
こ
の
病
気
は
良
く
な

る
こ
と
は
な
く
、 

治
療
を
し

な
け
れ
ば
進
む
と
言
わ
れ
、

人
と
の
会
話
、
軽
い
運
動
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
週
2
回
の

　

私
の
主
人
は
40
年
以
上

続
け
た
商
売
を
、
76
歳
の

時
大
腸
が
ん
の
た
め
廃
業

し
ま
し
た
。
趣
味
も
な
い
、

親
し
い
友
人
も
な
く
、
テ

レ
ビ
と
友
達
に
な
り
毎
日

を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
左
手
が
震
え

て
、
手
を
握
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
パ
ン
パ
ン
に
腫

れ
ま
し
た
。
整
形
外
科
に
行

き
、
病
名
は
分
か
ら
な
か
っ

た
が
何
も
し
な
い
の
は
良

く
な
く
、
人
と
会
話
し
、
で

リ
ハ
ビ
リ
と
薬
で
治
療
を

し
ま
す
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
嫌
が
る
主
人
に
、
自
分
も

一
緒
に
行
く
か
ら
と
初
め

て
公
民
館
に
行
き
ま
し
た
。

最
初
に
入
会
し
た
の
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
す
。

よ
れ
よ
れ
の
主
人
を
老
壮

会
会
長
は
受
け
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
の

会
話
、
ダ
ー
ツ
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
料
理
教
室
、
バ

ス
ハ
イ
ク
等
続
け
る
う
ち
、

仲
間
の
人
か
ら
は
「
最
初
は

続
け
ら
れ
る
の
か
と
思
っ

た
が
元
気
に
な
っ
た
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
歩
幅
の
狭
さ
や

少
し
の
震
え
、
ぎ
こ
ち
な

さ
は
あ
る
も
の
の
、
以
前

の
主
人
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
春
吉
老
壮
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
の

お
か
げ
と
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
多
く

の
方
々
が
こ
の
活
動
の
良

さ
を
知
っ
て
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

大
濠
公
園
に
は
い
ろ
い

ろ
な
鳥
や
水
鳥
が
来
て
、
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
鴛お
し
ど
り鴦

は
大
群
で
な
く
、
つ
が
い

で
3
〜
4
組
し
か
見
か
け

な
い
。
雄
に
は
冠
状
の
羽

が
あ
っ
て
、
美
し
く
、
静

か
で
、
つ
が
い
の
仲
の
良

い
こ
と
が
つ
と
に
知
ら
れ

て
い
る
（
鴛
鴦
の
仲
）。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
学
者

が
D
N
A
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
つ
が
い
の
雄
の
子
は
な

ん
と
25
％
で
、
あ
と
75
％

は
つ
が
い
以
外
の
鳥
の
も

の
で
あ
っ
た
そ
う
だ
？
！

雄
は
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、

ス
イ
ス
イ
と
泳
い
で
い
る
。

雄
は
、
た
と
え
他
の
鳥
の

ひ
な
で
あ
っ
て
も
争
う
こ

と
な
く
、
仲
良
く
子
育
て

を
す
る
そ
う
だ
。
そ
ん
な

こ
と
を
識

っ
て
見
る

と
、
大
濠
の

鳥
も
一
段

と
面
白
く

見
ら
れ
る
。
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私
の
住
ん
で
い
る
小
笹
4

丁
目
に
は
小
笹
北
公
園
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
早
咲
き
「
大

寒
桜
」
の
老
木
が
2
本
あ
り

ま
す
。
枝
振
り
も
見
事
で
、

普
通
の
桜
よ
り
も
3
週
間
程

度
早
く
見
頃
を
迎
え
る
た

め
、
毎
年
満
開
の
時
期
に
は

テ
レ
ビ
局
が
取
材
に
来
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

る
た
び
に
得
意
に
な
っ
て
い

た
も
の
で
す
。

　
た
だ
樹
齢
は
60
年
を
越
え

て
い
る
と
み
ら
れ
、
こ
の
と

こ
ろ
幹
の
空
洞
や
枝
の
垂
れ

下
が
り
様
が
目
立
っ
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
老
木
の
行
方

を
多
く
の
住
民
が
心
配
し
て

い
た
と
こ
ろ
、本
年
2
月
頃
、

中
央
区
役
所
維
持
管
理
課
公

園
係
の
方
よ
り
町
内
会
長
あ

て
に
「
接
ぎ
木
で
残
し
ま
せ

ん
か
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
町
内
の

有
志
10
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、

庭
師
さ
ん
の
指
導
の
も
と
見

　

平
成
最
後
の
31
年
1
月
、

満
76
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
な

ん
と
か
、
健
康
寿
命
の
72
・

14
歳
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
成
人
病
の
予
防
に
は
適

度
の
運
動
が
大
切
」
と
は
よ

く
聞
く
言
葉
で
す
が
、
人
そ

れ
ぞ
れ
年
齢
や
体
力
な
ど
で

違
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

自
分
に
合
っ
た
運
動
を
選
ぶ

必
要
が
あ
る
訳
で
す
。
そ
の

点
、
有
酸
素
運
動
の
社
交
ダ

ン
ス
は
、
心
肺
機
能
を
強
化

し
、
身
体
的
精
神
的
な
ス
ト

レ
ス
に
も
強
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
社
交
ダ
ン
ス
を
習
い
は
じ

め
る
と
、
ま
ず
姿
勢
の
こ
と

を
注
意
さ
れ
ま
す
が
、
美
し

い
姿
勢
を
保
つ
に
は
、
腹
筋

と
背
筋
の
力
が
必
要
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
を
養
い
、
脚
を
強

化
す
る
ダ
ン
ス
は
老
化
を
防

ぐ
の
に
最
も
効
果
的
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、仲
間
と
行
い
、

人
と
の
交
流
が
多
い
こ
と
も

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
は

じ
め
て
30
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
血
圧
が
や
や
高
め

で
は
あ
り
ま
す
が
、
週
2
回

の
レ
ッ
ス
ン
に
励
み
、
平
均

寿
命
の
80
・
98
歳
を
目
指
し

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
で
成
人

病
よ　
さ
よ
う
な
ら

よ
う
見
ま
ね
で
接
ぎ
木
を
行

い
、
小
笹
北
公
園
の
一
角
に

植
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
3

ケ
月
が
経
過
し
、
接
ぎ
木
し

た
枝
は
30
㌢
ほ
ど
伸
び
て
い

ま
す
。

　
小
笹
団
地
が
誕
生
し
て
60

年
。
現
在
、
団
地
は
再
開
発

の
真
っ
た
だ
中
で
、
住
民
の

方
の
入
れ
替
わ
り
も
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
先
60
年
は 

ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。
今
回

接
ぎ
木
し
た
「
大
寒
桜
」
が

丈
夫
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
第
三
百
寿
会
定
例
会
よ
り

帰
宅
し
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
速

報
で
今
日
4
月
1
日
に
「
5

月
1
日
よ
り
『
令
和
』
と
い

う
年
号
に
決
定
」
と
い
う
官

房
長
官
談
話
を
聞
き
、
ど
ん

な
時
代
に
な
る
の
だ
ろ
う
、

と
い
う
わ
く
わ
く
感
と
、
令

和
の
時
代
を
あ
と
何
年
生
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

昭
和
1
ケ
タ
生
ま
れ
の
私
に

と
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
小
学
校
2
年
生
の

冬
、
大
東
亜
戦
争
が
は
じ
ま

り
、
6
年
生
の
夏
、
終
戦
を

迎
え
た
者
に
と
っ
て
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
て
き
た
の
で
す
。

　
我
々
人
間
に
と
っ
て
、
本

当
に
い
つ
ま
で
も
戦
争
の
な

い
平
和
な
時
代
が
続
き
ま
す

よ
う
に
と
い
う
祈
り
を
こ
め

て
、私
に
今
で
き
る
こ
と
は
、

戦
争
の
語
り
部
と
し
て
皆
様

の
前
で
お
話
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、健
康
で
長
生
き
を
し
、

私
の
年
代
に
し
か
で
き
な
い

役
割
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
毎
日
毎
日
が
実
り

あ
る
時
間
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

小笹4丁目の桜

小
笹

第六小笹平和会

片岡　潤治

舞鶴
第
一
松
寿
会

会
長
　
進
藤
　
二
郎

私
の
健
康
法
（
社
交
ダ
ン
ス
）

警固
第
三
百
寿
会

高
宮
　
富
士
子

語
り
部
と
し
て

新
時
代
の
平
和
祈
る
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随  想
　

私
は
昭
和
14
年
5
月
生
ま
れ

な
の
で
、
あ
と
15
回
寝
る
と
満
80

歳
に
な
り
ま
す
。
昔
で
あ
れ
ば

「
長
老
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
？

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
の
「
令
和
」
の
時
代
に
は
、

特
に
福
浜
福
寿
会
に
は
、
人
生

の
先
輩
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
し
て
、
私
な
ど
は
頭
を
低
く

し
て
、
小
さ
く
な
っ
て
出
席
し

て
お
り
ま
す
。
お
隣
り
さ
ん
や
、

近
所
の
方
、
友
人
・
知
人
と
会

う
と
、
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、

あ
い
さ
つ
の
あ
と
に
は
、
自
然

に
病
気
や
ケ
ガ
・「
誰
々
さ
ん
が

救
急
車
で
運
ば
れ
た
！
」
な
ど
、

話
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後

に
「
あ
ん
た
（
私
の
こ
と
）
元

気
や
ね
！
何
を
食
べ
よ
う
と
？
」

と
誉
め
て
く
れ
ま
す
。

　

幼
少
期
に
1
歳
で
父
を
肺
炎

で
な
く
し
、
母
と
は
生
別
、
叔

父
を
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

で
戦
病
死
・
祖
母
・
祖
父
と
、
戦

争
と
貧
乏
と
病
気
で
失
い
、
7

歳
で
他
人
の
飯
を
食
べ
、
9
歳

で
義
母
が
肝
臓
・
胆
の
う
の
大

手
術
、
義
父
が
出
奔
し
、
私
が

早
朝
、
豆
腐
売
り
を
し
て
看
病
。

青
バ
ナ
を
垂
ら
し
て
中
学
生
ま

で
寝
小
便
に
悩
み
、
運
動
が
苦

手
で
性
格
も
暗
く
、
青
白
い
顔

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
嫌

な
世
の
中
は
、
30
歳
ま
で
生
き

れ
ば
十
分
だ
と
思
っ
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
夢
の
よ
う
な
変
わ

り
よ
う
で
す
。

　

中
卒
後
、
就
職
し
た
薬
業
界

で
私
が
勉
強
し
て
、
見
聞
し
て
、

体
験
し
た
結
果
、
健
康
と
は
自

分
の
体
は
自
分
が
責
任
を
持
つ

こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
具
体
的

に
言
え
ば
、
現
代
人
は
想
像
以

上
に
身
体
が
冷
え
て
、
そ
れ
に

気
づ
か
な
い
。
気
が
つ
い
て
も

あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
原
因
は
ス
ト
レ
ス
で

あ
り
、
体
を
温
め
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
病
気
を
治
す
力
が
自
分

の
身
体
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

で
し
ょ
う
。
体
を
温
め
る
に
は

筋
肉
で
す
か
ら
ま
ず
朝
、
手・足・

身
体
を
と
き
ほ
ぐ
し
て
軽
く
汗

を
か
く
運
動
。
散
歩
で
も
良
い
。

　
次
に
食
事
で
す
が
、
味
噌
汁
は

欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
食
べ

物
に
も
身
体
を
温
め
る
物
と
冷

や
す
物
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
野

菜
で
は
大
別
す
る
と
、
地
中
に

採
れ
る
人
参
・
ご
ぼ
う
・
蓮
根
等
、

代
表
的
な
温
め
る
野
菜
で
す
。

反
対
に
地
上
に
成
長
す
る
野
菜
・

果
物
は
身
体
を
冷
や
す
働
き
を

し
ま
す
。
生
姜
や
ニ
ン
ニ
ク
・
海

藻
類
や
乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
身

体
を
温
め
る
も
の
で
す
。
人
間

は
生
ま
れ
つ
き
体
温
の
高
い
人
・

体
温
の
低
い
人
・
内
臓
の
働
き
の

強
い
人
・
弱
い
人
な
ど
体
質
の

違
い
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
体

温
の
高
い
人
は
冷
や
す
食
べ
物
・

低
い
人
は
温
め
る
食
べ
物
を
主

に
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

　

次
に
衣
服
で
す
が
、
私
は
腹

巻
き
を
3
枚
し
て
い
ま
す
。
靴

下
も
5
本
指
の
を
そ
の
上
に

厚
地
の
を
重
ね
て
は
き
ま
す
。

特
に
女
性
は
下
半
身
を
徹
底

し
て
温
め
、
首
・
手
首
・
足

首
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

あ
る
医
師
の
説
に
よ
る
と
「
体

温
が
1
度
下
が
る
と
免
疫
力

は
30
％
低
下
す
る
。
逆
に
1
度

上
が
る
と
免
疫
力
は
5
〜
6

倍
上
昇
す
る
」、
別
の
医
師
は

「
体
を
温
め
る
と
病
気
は
必
ず

治
る
。
ク
ス
リ
は
一
切
使
わ

な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
悩
み
・
苦
し
み
・
思
考

し
勉
強
し
て
実
践
し
て
き
た

80
年
間
と
こ
ま
か
い
数
字
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
結
果
的
に
同

じ
結
論
で
あ
り
、
良
心
的
で
す

ば
ら
し
い
お
医
者
様
が
い
る
と

尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
私
は
22
歳
の
時
に

転
寝
で
風
邪
を
ひ
き
、
急
性
肝

炎
を
併
発
し
て
一
度
医
院
に
行

き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
も
私
の

希
望
ど
お
り
の
薬
を
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
縁

が
な
く
高
齢
者
検
診
も
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
私
が
自
分
の
名

医
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
最
後
の
年
に
老
人
ク
ラ
ブ

入
会
の
お
誘
い
を
受
け
、
南
当
仁

校
区
老
人
ク
ラ
ブ
第
十
功
寿
会
へ

入
会
、
早
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。

昨
年
の
4
月
入
会
と
同
時
に
、
第

十
功
寿
会
を
担
当
す
る
よ
う
に
と

い
う
こ
と
で
、
諸
先
輩
の
方
々
か

ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
初
め
は

い
ろ
い
ろ
戸
惑
い
な
が
ら
の
日
々

で
し
た
。
受
け
た
以
上
は
、
な
ん

と
か
担
当
内
の
会
員
さ
ん
方
に
毎

月
運
営
委
員
会
で
の
業
務
連
絡
で

ま
ず
報
告
す
べ
き
も
の
を
選
定

し
、
会
員
全
員
に
細
か
く
伝
達
す

る
こ
と
を
自
分
の
業
務
と
し
て
心

が
け
て
き
ま
し
た
。
自
分
も
そ
う

で
す
が
、
歳
を
重
ね
る
と
何
度
聞

い
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

い
し
、
故
に
た
と
え
ば
い
ろ
い
ろ

な
行
事
参
加
内
容
に
つ
い
て
は
、

参
加
者
の
方
へ
1
週
間
前
に
必
ず

確
認
メ
モ
を
配
り
ま
す
。
こ
の
仕

事
は
高
齢
者
が
高
齢
者
を
お
世
話

す
る
訳
で
す
か
ら
、
念
に
は
念
を

入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
方
と
の
出
会
い
、
ま
た

数
多
く
の
人
生
経
験
を
た
く
ま
し

く
生
き
抜
か
れ
て
き
た
人
た
ち
と

の
会
話
も
ま
た
1
つ
の
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

の
ほ
ど
よ 

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

福浜
第
三
福
寿
会

　
郷
原
　
清
　

私
と
健
康
に
つ
い
て

老人クラブ入会1年を経て

南
当
仁

第十功寿会

倉地　利幸

︻
健
康
十
訓
︼

一
、
少
肉
多
菜

　
肉
を
控
え
て
野
菜
を
多
く
摂
り
ま
し
ょ
う

二
、少
塩
多
酢

　
塩
分
を
控
え
て
酢
を
多
く
摂
り
ま
し
ょ
う

三
、少
糖
多
果

　
砂
糖
を
控
え
て
果
物
を
多
く
摂
り
ま
し
ょ
う

四
、少
食
多
噛

　
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
ず

 

よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

五
、少
衣
多
浴

　
厚
着
を
控
え
て
日
光
浴
し

 

風
呂
に
入
り
ま
し
ょ
う

六
、少
車
多
歩

　
車
ば
か
り
乗
ら
ず
自
分
の
脚
で
歩
き
ま
し
ょ
う

七
、少
憂
多
眠

　
く
よ
く
よ
せ
ず
た
く
さ
ん
眠
り
ま
し
ょ
う

八
、少
憤
多
笑

　
い
ら
い
ら
怒
ら
ず
朗
ら
か
に
笑
い
ま
し
ょ
う

九
、少
言
多
行

　
文
句
ば
か
り
言
わ
ず
に

 

ま
ず
は
実
行
し
ま
し
ょ
う

十
、少
欲
多
施

　
自
身
の
欲
望
を
控
え
周
り
の

 

人
々
に
尽
く
し
ま
し
ょ
う
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涼
風
と
云
ふ
包
ま
れ
て
し
ま
ふ
も
の

緑
蔭
に
園
児
集
め
る
笛
し
き
り

 
当
仁
　
第
三
仁
寿
会
　
長
澤
　
貞
女

おざき　　ゆきお

尾崎 行雄
◆
略　

歴

　

尾
崎
行
雄（
1
8
5
8
〜
1
9
5
4
）

は
、
明
治
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
の

政
治
家
で
す
。
慶
応
義
塾
中
退
後
に
新

聞
記
者
と
な
り
、
そ
の
後
1
8
8
2
年

立
憲
改
進
党
創
立
に
参
画
。
明
治
23
年

（
1
8
9
0
）
第
1
回
総
選
挙
に
当
選

し
、
昭
和
27
年
（
1
9
5
2
）
総
選
挙

ま
で
連
続
25
回
当
選
。
そ
の
間
に
文
相
、

東
京
市
長
、
司
法
相
な
ど
を
歴
任
し
ま

し
た
。
大
正
元
年
（
1
9
1
2
）
の
第

一
次
護
憲
運
動
で
は
犬
養
毅
と
と
も
に

そ
の
先
頭
に
立
ち
、
桂
太
郎
首
相
を
追

及
し
ま
し
た
。
昭
和
17
年
（
1
9
4
2
）

翼
賛
選
挙
に
批
判
的
な
立
場
を
取
り
、

不
敬
罪
と
し
て
起
訴
さ
れ
ま
し
た
が
、

無
罪
と
な
り
ま
す
。
戦
後
は
長
老
的
な

存
在
と
し
て
活
動
し
、
衆
議
院
名
誉
議

員
と
な
り
ま
し
た
。

◆
90
歳
を
超
え
て
も
国
会
議
員
に

尾
崎
は
、
日
本
の
議
会
政
治
の
黎
明

期
か
ら
戦
後
に
至
る
ま
で
衆
議
院
議
員

を
務
め
ま
し
た
。
当
選
回
数
・
議
員
勤

続
年
数
・
最
高
齢
議
員
記
録
と
複
数
の

日
本
記
録
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら「
憲

政
の
神
様
」「
議
会
政
治
の
父
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
1
8
9
0

年
か
ら
63
年
間
で
25
回
連
続
当
選
と
い

う
の
は
世
界
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

95
歳
で
亡
く
な
っ
た
彼
は
、
な
ん
と

94
歳
ま
で
国
会
議
員
を
務
め
ま
し
た
。

尾
崎
の
長
寿
の
秘
密
に
つ
い
て
、
遺
体

の
解
剖
も
担
当
し
た
主
治
医
の
糸
川
欽

也
氏
は
4
つ
の
理
由
が
あ
る
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

① 

一
病
長
寿
の
信
念
に
徹
し
て
摂
生
を

怠
ら
な
か
っ
た

生
来
、
体
が
弱
い
こ
と
を
自
覚
し
て

い
た
尾
崎
で
し
た
が
、
糸
川
氏
は
英
国

式
の
規
則
正
し
い
生
活
と
合
理
的
な
食

事
、
規
則
的
な
運
動
を
欠
か
さ
な
か
っ

た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

② 
医
師
の
言
葉
を
尊
重
し
、
素
直
に
よ

く
守
っ
た

牛
乳
、
卵
黄
が
い
い
と
言
わ
れ
れ
ば

高
齢
で
活
躍
し
た
歴
史
上
の
人
物
を
ご
紹
介
し
ま
す

ア
ク
テ
ィ
ブ
人
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

世
界
記
録
を
残
す

　
　
90
代
の
国
会
議
員

毎
日
、
卵
を
3
個
、
牛
乳
を
2
合
ず

つ
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
酒
や
た

ば
こ
は
よ
く
な
い
と
戒
め
ら
れ
れ

ば
、
禁
酒
や
禁
煙
を
断
行
し
た
そ
う

で
す
。

③ 

他
の
臓
器
は
弱
か
っ
た
が
、
心
臓

の
み
は
強
か
っ
た

日
頃
の
合
理
的
な
栄
養
摂
取
が
心

臓
を
強
く
し
た
、
と
の
こ
と
で
す
。

④
強
固
な
意
志
と
毅
然
た
る
気
概

尾
崎
は
清
廉
潔
白
で
知
ら
れ
、
ほ

と
ん
ど
の
議
員
生
活
を
無
所
属
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
つ
の
戦

争
を
挟
ん
だ
厳
し
い
政
治
の
世
界
を

も
、
尾
崎
は
た
く
ま
し
く
生
き
抜
き

ま
し
た
。

今
よ
り
も
平
均
寿
命
が
短
い
中
、

こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
の

は
大
変
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
尾
崎
行

雄
と
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
や

れ
ば
で
き
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を

証
明
し
て
く
れ
る
人
物
で
す
ね
。

人
生
の
本
舞
台
は

　
　
　

常
に
将
来
に
あ
り

人
を
殺
す
も
の
は

　

労
苦
で
は
な
く
、

　
　

ク
ヨ
ク
ヨ
す
る
こ
と
だ
。

名
言

尾
崎
行
雄
の

● 俳句・短歌・川柳　作品募集 ●

　最近、文芸作品（俳句、短歌、川柳）の応募が少なくなっており、こ
の場を借りて次号「中央区老ク連だより第 57号」に掲載する作品を募集
します。下記の要領にて募集いたしますので、皆様ぜひご投稿ください！

〒 810-8622　
福岡市中央区大名2-5-31　中央区役所

中央区老人クラブ連合会事務局
 TEL：092-718-1140

宛先はこちら

締切：令和元年10月25日（金）

皆様からのご投稿を
お待ちしております！

●俳句、短歌、川柳のみ

●クラブ名、氏名、年齢、連絡先を
　明記してください。

●楷書でお願いいたします。
　ワープロも可。

●お送りいただく原稿
は、全て自作未発表の
ものに限ります。

　（二重投稿はご遠慮ください）
※ 紙面の都合上一部割愛、
　掲載見送り等する場合もあります。
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ご協賛頂きました皆様方へ
　
「
中
央
区
老
ク
連
だ
よ

り
第
52
号
」
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
も
多
く
の
校
区
・

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
と
随

想
の
作
品
を
ご
投
稿
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

特
に
随
想
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て

い
る
こ
と
、
思
い
が
込
め

ら
れ
た
文
章
ば
か
り
で

大
変
読
み
応
え
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

（
広
報
部
）

　

こ
の
た
び
は
﹁
中
央
区

老
ク
連
だ
よ
り
﹂
の
発
行

に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の

掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご

厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

 

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集だより

過去データそのまま

ご協賛頂きました皆様方へ
　

猛
暑
到
来
の
時
季
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

﹁
中
央
区
老
ク
連
だ
よ

り
﹂
第
56
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
今
号
で
は
総

会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
、

作
品
展
な
ど
の
事
業
の
ほ

か
、
各
校
区
の
活
動
や
随

想
な
ど
を
多
数
ご
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
も
た

く
さ
ん
の
ご
投
稿
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
新

元
号
﹁
令
和
﹂
と
な
っ
て

ふ
た 

月
以
上
が
経
ち
ま
し

た
。
新
し
い
時
代
に
向
か
っ

て
、
中
央
区
老
ク
連
も
ま

す
ま
す
魅
力
あ
る
活
動
の

展
開
に
精
い
っ
ぱ
い
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
広
報
部
一
同
︶

　

こ
の
た
び
は
﹁
中
央
区

老
ク
連
だ
よ
り
﹂
の
発
行

に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の

掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご

厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

 

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集だより

　
12
月
10
日（
月
）、中
央
体
育
館
に
て
、

第
9
回
中
央
区
高
齢
者
ダ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
、
1
2
9
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
今
大
会
で
は
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
と

ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
の
２
種
目
を

行
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
違
っ
た
面
白

さ
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
夢
中

で
矢
を
放
ち
、
高
得
点
を
狙
っ
て
い
ま

し
た
。
的
に
見
事
に
刺
さ
り
、
高
得
点

が
出
る
と
歓
声
に
沸
く
な
ど
、
会
場
は

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
ダ
ー
ツ
は
手
軽
で
す
が
奥
が
深
く
、

集
中
力
ア
ッ
プ
や
脳
の
活
性
化
も
期
待

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ま
だ
試
し
た

こ
と
が
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

ダーツの魅力大 会 結 果
Ａコート

優　勝 上野　司 大　名

準優勝 大畑　鋕郎 春　吉

第３位 三船　正次 春　吉

Ｂコート

優　勝 梶原　健児 平　尾

準優勝 坂口　博子 南当仁

第３位 片岡　潤治 小　笹

狙
い
定
め
て

　
矢
を
放
て
！

第 9回　中央区高齢者ダーツ大会 1
2
9
名
が
夢
中

◆適度な運動
　身体全体のバランス運動や体幹の
強化になります。

◆認知症予防
　得点は暗算で計算するため脳トレ
になり、認知症予防になります。

◆気軽に楽しめる
　天候に左右されず、誰でも
気軽に楽しめます。


